
3

本書のねらい

　昇任試験の面接試験で最も重要なことは、「係長や課長になったとき
にどのように判断し、いかに行動するか」について、的確に答えること
です。そこで本書は、これまで自治体の昇任試験における面接試験の面
接官を行ってきた経験をもとに、面接のポイントや対策をまとめました。
　昇任試験の受験者は、論文などの筆記試験に比べ、面接試験の対策は
おろそかであるというのが、面接官としての実感です。採用試験と昇任
試験での面接の違いを十分認識していなかったり、昇任試験の面接で頻
出となっている事例問題の準備をきちんとしていなかったりする受験者
がいます。
　しかし、面接官の立場からすれば、これから係長や課長になろうとす
る者を選ぶのですから、人間性を重視するのは、言うまでもありませ
ん。住民ニーズの多様化、クレーマーへの対応、議会対策など、係長・
課長にはバランス感覚や的確な判断力など、広く人間性が問われます。
面接は、これらを見極める重要な判断材料です。「30分程度の時間で何
がわかるのか」と思うかもしれませんが、その30分の中で、係長や課長
としての資質を疑われる回答が少しでもあれば、合格は難しくなります。
　また、昇任試験の面接では、面接官と受験者がお互いを知っていると
いうことも少なくありません。だからといって、なれなれしい言葉遣い
をしたり、軽口を叩いたりするのは論外です。反対に、理想論だけをいく
ら熱く語っても、その内容が現実とかけ離れていたり、日頃の受験者の
行動や言動と大きく違っていたりしては、面接官は大いに疑問を感じて
しまいます。昇任試験における面接の難しさはこうした点にあります。
　以上をふまえ、本書は、次の点をねらいとして執筆しました。

１　面接で頻出の事例問題を多数掲載
　「このような困難な事例に遭遇したとき、あなたは係長や課長として
どのように対応しますか」という事例問題は多くの自治体で出題されて
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います。この問題を多数掲載し、実際に係長や課長としてどのような点
に注意したらよいのかを整理しています。

２　昇任試験ならではの面接試験の注意点を解説
　昇任試験の面接を受ける場合、採用試験を受ける場合とは異なり、受
験者はすでに自治体職員としての経験を積んでいます。ですから、理想
論あるいは本音ばかりを述べても、説得力ある回答とはなりません。こ
うした背景を踏まえて、どのように回答すべきか、昇任試験における回
答の注意点を解説しています。

３　係長や課長としての視点を解説
　昇任試験は係長や課長になる者を選ぶのですから、受験者にはそうし
た役職への視点や意識を持っていることが求められます。事例問題であ
れ、一般的な質問であれ、自分が昇任したつもりで回答することが重要
です。どのような点に注意して答えるべきか、係長や課長としての視点
を解説しています。

　昇任試験の受験者は、まだ係長や課長の立場にはなっていないため、
面接対策では、あくまで「自分だったらどうするか」と想像し、考える
しかありません。しかし、その訓練は面接試験だけではなく、実際に昇
任してからも必ず役立ちます。本書が、皆さんが係長や課長として活躍
するための一助になれば幸いです。

　　平成26年８月

著　者　
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　これまでの経験を確認しながら、業務に対する考え方や取組み姿勢を
確認するための質問です。面接官もベテランですから、受験者が答えた
苦労がどの程度のものかはきちんとイメージできます。さほど大したこ
とのない内容をいくら大げさに語っても、見破られてしまいます。
　昇任試験の受験者であれば、当然、相応の経験を積んできた職員です
から、これまで何の苦労もなく仕事をしてきたということは、まずあり
ません。住民対応や職場の事務改善、また緊急事態への対応などの経験
を率直に伝えることが重要です。そして、自分の実績をアピールし、昇
任への意欲を語ることにつなげましょう。

　内容としては、やはりこれまで一番苦労したと思われることを素直に
話すことが大切です。この質問も当然、再質問、再々質問が想定されま
す。苦労した内容ですから、受験者も会話に詰まることはないと思うの
ですが、そうした再質問等にも対応できるような内容であることが、素
材選択のカギといえます。
　また、面接官が理解できるように、わかりやすく説明することも大切
です。特に、受験者が専門職で、面接官が事務職のような場合には、あ
まり専門的な内容だと、面接官が理解することが困難な場合もあります
ので、注意が必要です。

◆業務に対する姿勢を見る

◆何をどのように語るか

これまでの実績を語ってもらうことで、業務への取組み姿勢を確認する質
問です。何を話すべきか、事前にしっかりと検討してください。

これまでの業務で
苦労したことは何ですか

5
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ここが良くない

ここを参考にしよう

単に悪口になっており、「困難
にどう取り組んだのか」「その
困難から何を学んだのか」「今
後どう生かしていけるのか」が
不明です。実際に苦労したこと
かもしれませんが、面接で取り
上げる内容としては不適当です。
面接官が何の目的でこの質問を
するのかをふまえて、エピソー
ドを選択することが重要です。

実際に苦労した内容だけでなく、
その経験をどのように生かすこ
とができたのかを面接官に伝え
ており、非常にわかりやすい回
答となっています。経験から何
を学んだかも、重要なポイント
です。

保育課にいるときに、自分の後に異動してき
た先輩が仕事をしない人で困りました。年度
当初に事務を分担したのですが、その分担さ
えも行わず、他の係員でフォローをしたので
す。職場の雰囲気も悪くなり、また業務も停
滞したために、市民から苦情を言われること
もありました。自分も分担以上の業務を行っ
ており、係長に何とか対応してもらうよう話
したのですが、「彼には何を言っても無駄だ
から」と取り合ってくれませんでした。あの
ときが最も苦労しました。

福祉事務所でのケースワーカーの業務が一番
苦労しました。まだ人生経験も少ない私が、
高齢者や母子家庭などからの相談を受け、精
神的にも非常に大変でした。また、生死に関
わるような事案も多く、自分の人生観にも大
きな影響を与えたと思います。福祉事務所の
後にいくつかの職場を経験しましたが、ケー
スワーカーの経験があったからこそ、その後
の困難な住民対応などもできたと考えていま
す。

×

○

悪 い 回 答

良 い 回 答

その苦労から何を学びましたか。次に来る質問
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　事例のような残業が多い職場では、日常的な業務に追われ、ついつい
事業の見直しといった視点が欠落しがちです。しかし、忙しいからと
いって、事業の見直しを行わないのは本末転倒です。係長としては、
「市民祭りが、本当にこのままでよいのか」を検証する必要があります。
　もちろん、検証にあたっては、いろいろな方法が考えられます。例え
ば、繁忙期を避けて検討する、係員が議論しやすいように係長自身が課
長とすり合わせを行っておく、事前に資料を集めておく、などです。
「課長命令だから、事業を見直せ！」と頭ごなしに係員に命じてしまっ
た場合、係員からの反発は必至です。どのように係員に説明するかも、
重要なポイントです。
　また、もし議会からの指摘であれば、それなりの理由があるはずです
から、「いつまでに、何をするか」をまず決めておくことが必要です。

【事例】

　Ｘ係は、地域振興を担当する係であり、例年実施している市民祭りの事

務局となっている。関係団体や調整する事項も多いことから、係員も夜の

会合に出席したり、町会へ説明したりと、祭りの当日までは残業が続くこ

とも多い。しかし、課長から「議会から、市民祭りがマンネリ化している

との意見が多い。内容を見直してくれ」と言われた。しかし、係員たちは

「忙しいので、そんな余裕はない」と反発している。

不断の事業の見直しは、係長の使命。ただし、通常業務が忙しいとつい見
落としてしまうので、注意が必要です。

事業の見直しにどのように
取り組みますか

8

◆「係員が忙しいから、見直せません」は理由にならない
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あなたがこの係の係長であれば、どのように対応しますか。
まず、課長と相談し、「いつまでに見直しを行うのか」「議会からは
どのような指摘をされているのか」「課長としては、どの程度の見
直しを想定しているのか」など、すり合わせを行います。そこで、
大まかなスケジュールを組みます。次に、その中で係長自身が事前
に準備できることと、係員に相談することを区分します。この事例
ではすでに当該年度の準備に入っているので、実際の見直しは来年
度になると考えられます。このため、係員は市民祭りまでは忙しい
のであれば、その後に相談する機会を設けるなどして工夫し、係員
の意見を聞きたいと思います。
係員たちは「忙しいので、見直す余裕はない」と反発しているよう
ですが、それに対してどのように説明するのですか。
係員が忙しいからといって、それが事業の見直しを行わない理由に
はなりません。その点については、係員に十分理解してもらう必要
があると思います。
係員たちは、それで納得するでしょうか。
最も忙しい時期に見直しをするといったら反発されると思います
が、時期を見て話をすることが必要だと思います。また、話し合い
の事前資料を係長自身が収集し、話しやすい環境を整備しておきた
いと思います。
課長からの指示は「事業の見直し」という漠然としたものですが、
具体的にどのように見直しに着手するのですか。
発端が議会からの指摘であれば、議会での意見を十分把握すること
が必要です。また、課長自身がどのように考えているのかもすり合
わせの中で確認していきます。その他にも、当然市民アンケートや
日頃の広聴活動で得た市民の意見も参考にする必要があると思いま
す。

面接問答例
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　業務量は増える一方、職員数はなかなか増えない状況の中、現場の管
理者である課長には、業務の進行管理とともに、一人ひとりの職員の状
況にもきちんと目を配ることが求められています。
　事例のような状況は、現在どこの職場でも起こりうることです。課長
としては、すぐにでも人員要求をしたいところですが、まずは業務の効
率化や他課との連携ができないかなどを検討することが第一です。これ
には、課長自身だけで考えるのでなく、係長とも相談しながら課の運営
について考えることが有効です。なお、忙しいからといって、係長や係
員が行うべき業務を課長が行うのは、組織運営上望ましくありません。
また、事例ではメンタル面で問題を抱えている職員もいるようですか
ら、そうした状況についても部長に理解してもらう必要があります。当
然、必要ならば人員要求も検討します。

【事例】

　Ａ課は、市内保育園の管理運営を行っている。市長は待機児童ゼロを掲

げていることから、現在も毎年、保育園が増設されている。しかし、一方

で定数の適正化が求められており、職員数は増加していない。このため、

職員の負担が大きく、非常に残業が多い。しかし先日、部長から保育園に

入園できない子どもに対して何らかの新規事業を検討するように、下命が

あった。職員の中には心に変調をきたす者も出始めている。

残業が慢性化している職場で、新たに新規事業の検討をするように部長か
ら下命が。まずは課の体制を見直して、今後について検討します。

残業が多い中、新規事業に
どう取り組みますか

1

◆円滑な業務管理と職員管理
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あなたがこの課の課長であれば、どのように対応しますか。
まず、２つのことを行います。１つは、現在の業務運営を効率化で
きないか、業務の見直しを行うことです。少しでも見直せる部分は
ないか、各係長の意見を聞きながら検討したいと思います。２点目
として、部長から下命された新規事業について、「いつまでに、ど
のようなことを行うのか」を明確にすることです。来年度の予算編
成までに行うのか、年度途中で実施するのかによって、職員への影
響は異なります。このため、その点について部長に確認して明確に
したいと思います。この２つを実施することによって、今後優先し
て行う事項を決定したいと考えます。
かなり職員も大変な状況のようですが、早急に職員の増員を考える
必要があるのではないですか。
業務の見直しによって効率化できる部分があれば、職員の負担を軽
減できるかと思いますので、まずそちらを優先したいと思います。
ただ、心に変調をきたしている職員については、十分に配慮する必
要があると思います。
このような状況ですと、各係長からの「新規事業の検討など、とて
もできない」という反発が予想されると思いますが。
確かに、そうしたことも想定できるかと思いますが、各係長の話も
よく聞き、意見交換をしながら今後の対応について検討したいと思
います。また、部長との意見交換の中で、スケジュールもある程度
明確になると思いますので、各係長の意見もふまえて話し合ってい
きます。
課長としては、リーダーシップを発揮して、係長にやらせる必要が
あるのではないですか。
確かに、リーダーシップを発揮することも課長としては重要です
が、こうした大変な状況下では、まずよく話し合い、意思の疎通を
図ることを最優先にするべきだと思います。
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